
青森県炉作崎西方における対馬暖流の地衡流量について

佐藤晋

はじめに

本県日本海沖合は対馬海峡を通過した後分岐・蛇行した対馬暖流が収束して北上する海域で、その

勢力を評価するには都合のよい海域である。対馬暖流の勢力は各層最高水温、 100m深指標水温によ

る離岸距離、指標水温の最深度及び南北方向の地衡流量の平年比較で評価している。

そのうちの地衡流量は炉作崎西方における地衡流量であるが、その算出法は簡便法によるもので、

日本海の暖・冷両水域の境界をダイナミックデプスアノマリーの積算値が一定の水域と仮定して計算

されており、また、その計算結果と各層水温との関係式から算出されたものであった。ここでは、観

測点間での地衡流量の積算値として対馬暖流の地衡流量算出を試みたので報告する。

材料と方法

使用した資料について

漁海況予報事業に係る海洋観測は1963(昭和38)年3月に始められた。解析資料としては、海洋観

測資料(水産庁 昭和38年-60年)及び定糠海洋観測結果表(青森県水産試験場 昭和61年~平成

9年)を使用した。

資料の内容

1 観測水深についてみると、観測開始当初は転倒採水器による水深300mまでの観測であった

(表 1)。このため、日本海の対馬暖流の厚さを300mJ;J， 浅と仮定して無流面を300mと設定し、

300mまでのデータがそろわない月は流量を算出しなかった。

表 1 炉作線における海洋観測要目

年 号 S.38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 H.元213 415 617 819 10 

西暦年 1963 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 

観測測器 転倒採水器 (CTD) CTD一一+

観測水深 300m 400m 500m lOOOm→ 

塩 分 塩素量 塩分量

線定 岸側(東端) 139-45 E 
の

端両 れl'側(西端) 138-40 E 138-20 E 一部137.20E 

2 観測水深は観測開始当初は300mまでであったが、 1976年5月からは400m、1990年9月から

は500m、1997年4月からは1000mまでの観測となった (1975年9月は400-500m、1976年6

月及び1990年5月は 500mまで)。

3 1963年から 1969年の 7年間の観測データは塩分量ではなく、塩素量として去されていた。この
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ため、塩素量clをS= 1.80655 x clにより塩分量

Sに換算した。

4 観測機器としては1989(平成元)年11月まで

は転倒採水器が使用されていたが、 1990(平成

2 )年 3月以降はCTDも使われはじめ、 1996

(平成 8)年9月以降はすべてCTDによる観測

となった (1990年6、7、9、11月、 1991年7、

9、10月、 1992年5、6、7、9、10月、 1993

年 5、6、 7月、 1994年 8月、 1995年 5、6、

7月、 1996年 5、6、8月は転倒採水器による)。

42 

十三沖線
41 

炉作崎線!

図 1 海洋観測定線(炉作崎線)

5 炉作崎西方定線は北緯40度36.6分であるが、定線の長さが変えられてきていた。 300m以上の水深

がとれる岸側の点は東経139度45分であるが、岸側は概ね139度45分から 139度40分であった。これ

に対し、沖側の定点は次第に延びてきており、観測開始当初の1963年3月から 1976年3月までは

138度40分、 1997年5月までは138度20分であった。 1997年6月以降は 6、9、12月のみ137度

20分までとなった(図 1)。

6 各観測の観測日をみると、前月の23日から当月の21日までの広い期間にわたっていた(表2)。

表 2 海洋観測日一覧(日本海 炉作崎線)

※網針けは前月の28日から当月の 13日以外を示す

180 



口
un

U
 

A
『

10 

30 

20 

。
23 25 27 29 31 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 日

図2 観測日の度数分布

このうち、日本海区水産研究所で当月の観測期間としている前月の28日から当月の13日までに観

測が行われていたのは全体の84.2%に及んでいた(図 2)。

結 果

地衡流量の計算結果

1 地衡流量の計算結果を表3に示した。

表3 炉作崎西方における対馬暖流北上流量(無流面は 300m)
単位:Sv (X 106m3) 
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2 データが得られたのは 2-12月ま

での269回で、 1月はデータがなく、

2月は 2固とデータ数は極端に少な

かった。 269回の地衡流量値の全平

均は2.61Svであった (SvはX 106ぱ/

s )。月平均値でみると、 1-2月

はデータが少ないので明確にはわか

らないが、 3月に最小を示した(図

3 )。その後は増加していき、 8月

に最大となった後、 10月に極小値を、

12月には 8月に匹敵する極大値を示

す変動をみせていた。

3 月ごとの標準偏差をみると、 10

月及び11月が高く、特に 10月は年

間を通して最も大きな変動をみせ

る月であった。
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図3 対馬暖流北上流量の月平均値及び標準偏差

Sv 
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年によって観測月に違いがある

が、各年ごとに平均値を出してみる

と最低値は1988年の1.87Sv、最高値

は1993年の3.36Svで、あった(図 4)。

5 個々の計算結果をみると、すべてプラス(北向

き)で、ほとんどが1.0-5β の間にあった(図 5)。
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図4 対馬暖流北上流量の年平均値の推移
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この範囲からはずれたのは1981年10月の6.280Sv

で、あった。このときの水温・塩分の鉛直断面図を

みると、水温では岸寄りの観測点で水深200mW，

深まで100C以上で、断面全体でも水深400mまで

の大部分が 1Oc以上となっていた。また、塩分で

は岸寄りの観測点の水深100-200mに34.3psu以

上の高塩分域がみられ

ていた(図 6)。

なお、 1964年11月

は水温の鉛直分布が異

常、 1989年3月は塩分

の鉛直分布が異常と思

5 

0 
1 2 3 4 5 6 Sv 

図5 対馬暖流北上流量の度数分布
(平均は2.61Sv 2 ，....， 2.5Svが最も多い)

10。

10・
300 

われたため、それらの

データは使用しなかっ

100 

10・
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‘目。尺1hu¥Il/副 lAω戸

図6 1981年10月の炉作線鉛直断面図(左は水温、右は塩分)た。
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従来法との比較

各月のデータを従来法の計算結果と比較するために、両者の差(従来法マイナス今回法)を計算し、

月平均値として図 7に示した。これによると、 3月から 9月は従来法の方が少なめに計算されており、

このうち 4月は最も少

なめに見積もられてい

た。 10月だけは従来法 0.8 

0.6 ー__ i裏書1扇五位差

の方がわずかに多めと 0.4 

なっていた。全平均で 0.2 

は従来法の方がO.l7Sv
。

少なめとなっていた。

月ごとの標準偏差を

-0.2 

-0.4 

-0.6 

::::::j:::::下ご三T7竺竺::T::::::!:::::ブ::::!:!::;::7月
平均の差 (Sv)

比較すると従来法の方

が常に大きく、その差

は4月及び10月をピ

ークとしていた。

地衡流量の周期

各月のデータを使って自己相関を

算出した(図 8)。タイムラグ 6年以

上では 6年、 10年及び13年に自己相

関の比較的高い値がみられたが、い

ずれも有意なもので、はなかった。ま

た、平年偏差の自己相関もタイムラ

グ4年に負相闘が認められた他は有

意な周期は認められなかった(図 9)。

地衡流分布

1.0 

0.8 
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l 図10-1~ 10-5に炉作崎棋の観測 0.0 

点聞の地衡流分布を月ごとに分け 一0.2

て示した。観測定点は概ね、 1976

年 3月までとそれ以降で変更され

ていたため、この時点でふたつに

0.4 

図7 従来法と今回法の差
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図8 地衡流量の自己相関
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図9 地衡流量平年偏差の自己相関

分けて流量のピークに注目した。観測範囲は、 1976年 3月以前は東経138度33分までで、観測点聞

は約10マイルであった。それ以降は東経138度20分までで、観測点聞は多くが15マイルとなった。

1976年 3月以前の地衡流分布のピークの位置をみると、大部分が139度以東にあったが、 1964年

7月、 65年 3 ・ 7月、 66年 7 ・ 10月、 67年 6月、 69年11月、 73年 5月、 74年 3 ・ 4. 10月の11例

は 139度以西にピークをみせていた。また、 1976年 4月以降でも 77年8・11月、 78年 8・9月、
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79年 7月、 80年4・10月、 82年 7月、 88年 5・6月、 89年3・5月、 90年4月、 91年 3・4月、

92年3・4月、 93年4・6月、 94年8~1O月、 95年 3 ・ 12 月、 96年 3 ・ 10 月の 26例は 139度以西

にピークをみせていた。

2 1976年 3月以前の地衡流分布を観測点間ごとに平均してみると、ピークの位置はすべての月で

139度13分以東であった。月ごとの特徴をみると、ピーク位置は 3、4、6、9月にやや沖側に位

置していたが、季節的な変動としては認め

られなかった(図10・5)。

1976年4月から 1997年までの観測点間ご

との平均をみると、ピークの位置は12月を

除く各月で 139度以東となっていた。月ご

とには、 6、8、10、12月でピークの位置

がやや沖側となっていた。

3 図11には観測点間の地衡流量のピーク位

置が、引き続く月との間でどの程度ズレる

かを集計し、度数分布として示した。 1976

年 3月以前ではピークの位置が変わらない

事例が26%と最も多く、東または西へ 1ヵ

所ズレる場合まで含めると 69%となった。

1976年4月以降では、観測点聞の距離が

広がったこともあって、ピーク位置が変わ

らない事例が45%、東または西へ lヵ所ズ

レる場合を含めると 81%にも及んだ。

30 r % 1963 年~1976 年 3 月

20 

10 

。
-5 -4 -3 -2 -1 。1 2 3 4 5 

50 

1% 
40 

30 
1976 年 4 月 ~1997 年

20 

10 

。
5 -4 -3 -2 -1 。1 2 3 4 5 

図11 測点聞の地衡流量分布のピーク位置の変
化 Oは同じ位置、 +1は東へ 1カ所移動し
たことを示す

考 察

炉作崎西方300m無流面の地衡流量値は月平均でみると 3月の2.l4Svから 8月の3.27SVの範囲にあ

り、全平均は2.61Svであった。対馬暖流の日本海の入口である対馬海峡で求められた地樹流量は夏季

3.4Sv、冬季1.8Svで平均は2.8Svであるという。また、同海峡でADCPによる実測流速から算出さ

れた流量は春季から夏季にかけて大きく、秋季から冬季に小さいという季節変動をみせ、その平均は

2.63Svであると報告されている。これを今回の結果と比較すると平均値はほぼ一致しており、季節変

化も概ね合致している。両海域の流量変動は 1ヵ月以内のズレを考慮に入れなければほほ同時と考え

られる。

地衡流量は 8 月と 12 月に極大値を示したが、両者は観測計画の関係から 14~22年間観測がなかっ

たことが影響しているかもしれない。そこで、これらと相前後する 7月、 9月、 11月及び 3月で同じ

期間として比較してみた。 8月のデータについて、そのデータのある同じ期間どおしで比較してみた

が、 8月が最大で12月もそれに匹敵するほどの極大値を示し10月は極小値を示すという傾向は変わら

なかった。 12月について同様の比較をすると、 9月が最大値となった。また、観測点が変わった 1976

年から 1997年の平均値で比較すると、 8月より 12月の方が値が大きくなり、 12月が最大となった。こ
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れらから、地衡流量の極小値は10月であるが、最大値は 8月の他に 9月または12月にある可能性もあ

る。

季節変動をみると 2-5月は流量が小さく、 6-7月に増加、 8月に最大となった後 9-10月に減

少しその後12月にかけて再び増加する傾向をみせた。 2月から 8月に向かつては水温の上昇とともに

流量が増大すると考えられる。鉛直断面において、その断面の水温値を積分してみると、 8月が最も

その値が高いが 9月から 12月はほとんど変化がない。そこで鉛直断面において月ごとの水温・塩分分

布の傾向をみるために1976年から 1997年のデータを平均し、鉛直断面図を作成して検討した(図12・1

-12・3参照)。

8月は 1ocの等温線が最も深いところにあるが、 9月から 10月にかけては深層から水温が下がって

くる。その後12月にかけては表層近くの水温が下がる一方、深層の 1ocの等温線が深層へ押し下げら

れるような傾向を示した。表層近くの塩分は 8月から 12月に向かつて低塩分の層が厚くなっていく。

一方、中層の高塩分域は10月が最も広い範囲に及び中心塩分も高くなっていた。 11月はその高塩分域

が急速に狭まり、 12月にはそれがやや沖合化する傾向をみせた。 10月は断面積算水温は高いものの地

衡流量が極小となるのは、沿岸側からの中層高塩分域が拡大していく影響と思われた。

月ごとの標準偏差は10・11月に大きい値を示した。この時期は深層の水温が下がっていき、表層の

水温も下がっていく途中にある。表層付近の低塩分の層が厚くなっていく時期でもある。また、中層

の高塩分域は10月が最も広く、 11月はそれが狭まっていく時期でもある。地点間流量でもマイナスの

値(南下流)が多くみられる。従って、これらの時期は水温・塩分の変化が比較的激しく、地衡流量

の標準偏差の値に現れたものと思われる。

地衡流量の算出については従来法と今回法の値に差が出た。従来法は 7-8月のデータのみを使用

し、 50m深 60Cに対応する Q (ダイナミックデプスアノマリーの積算値) = 38を暖・冷両水域の境界

としていた。境界の条件としてより低い水温を設定すればより小さいQの値を使用することができ、

より大きな流量を算出できたと思われる。従来法と今回法の差(従来法マイナス今回法)が 7-8月

にマイナスとなったことも裏付けられる。従来法では 9月以降 (11月まで)は境界のQの値が結果的

に大きい方へズレたため、流量として大きめに計算されていたことが考えられる。 3-6月は逆にQ

が小さい方へズレたことになったため、流量としては過小評価されていたと考えられる。

地衡流分布について、そのピーク位置には季節的な傾向は認められなかった。しかし、引き続く月

との間でのピーク位置についてはズレない事例が 7-8割に及んだ。このうち、ズレない事例につい

て調べたところ 3月から 4月、 5月から 6月、 9月から 10月に多くみられた。 3-6月は比較的安定

した時期と思われたが、 9-10月については地衡流分布のピーク位置が沿岸側に偏るという点で安定

した時期と考えられた。

おわりに

今回は日本海の観測資料を使って炉作崎西方の地衡流量の資料を整理することができた。現在、当

場では対馬暖流の流勢評価を行う場合、各層最高水温や指標水温による暖流流幅、水塊深度、地衡流

量等を指標としている。しかし、それらの流勢指標をどのように総合して評価するかの問題が残って

いると思われる。その解決策のひとつとして、考察で用いたような断面積算水温を計算し、上記の各
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流勢指標との関係を知って、評価に利用することが考えられる。また、月ごとの地衡流量には周期性

をみいだせなかったが、 7-8か月周期があるようにも思われる。この点については今後さらに検討

され、予測等に役立てられればと思う。

97年現在は当場のCTDの調子が悪く、塩分の値に問題があった。原因としては機器の寿命や1000

m観測の過酷な使用等が考えられるが、観測機器のメンテナンスは十分に行いより精度の高いデータ

を収集する必要がある。

1963年や1984年は冷水年で流量は少なかった。特異現象との関連も整理しておく必要がある。また、

台風や降雨、陸水(洪水)の影響等気象要素との関連も加味しておくべきだろう。

本報告で、はすべて水深300mを無流面として整理を進めてきた。年代が改まるにつれ、より深い水

深までの観測資料が蓄積されるようになったので、より深い無流面での整理も必要となる。

今後は、北側の十三線における地衡流の整理も行って、近年蓄積されてきた津軽海峡の流量や水位

差その他の時系列との関係を検討することも興味深い。さらに、日本海を回遊するスルメイカやイワ

シ等の漁獲量や資源量との関係についても検討できればと思う。
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図10・4 炉作崎線の観測点間の地衡流分布
1987 ~ 1994年分を月別に示す。右側が陸側。
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図10・5 炉作崎線の観測点聞の地衡流分布
1995-1998年分を月別に示す。右側が陸側。
棒グラフの幅は観測点の両端を示す。流量は棒グラフの長さで示す。

※最右列は1963年から 1976年 3月及び1976年4月から 1997年の
地点間流量を平均して示す。
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一一一一一
一_tE7__i_ .Q.!6~

7-8 ! 0.252 

一全主ムネ些ー

10月

主主旦以盟旦ー

2-3 I 0.363 

包ゴ-.Q.型0
4-5 1 0.6日

ー品工五施
一一色乙_I_..Q型L

1記宝を

基ifiI 300m 

2-3 1 -0.105 
一ーモターーi_ ..Q~l_

4-5 I心 155
一千晶一ー!五E吉一

6-7 1 -0.044 
「元一一一五扇-

合計 心.367

(付
時制'1'.3月

涜面 却 Om

_.J~:し__Q.~1._
2-3 1 0..137 

-ーを昇二工E亙こ
4-5 1 0.143 

一一一ー也一五函4

合計 1.270 

も 訂 百7
2-3 i 0.却4

--j4--r-五亙亘
一一一一一」ーー一一

告白し」担-
5-6 ! -d.I63 

一一一一一
一_tE7__i_..Q，星空

7-8 ! 0.552 
-宜主ムi基!Q_

T田3年 3月
無涜面， 2曲 m! 3佃 m

.J~~_i_.Q-!l.!j_Q.~士一
2-3 1 0..784 ! 0..851 
一一「一一一寸ーー

ーザー_L....9主位...I_!!:墨江
4-5 I心455 I 

一一角ー~一五五日寸 ---
合計 ; 0..423 i 1.652 

4見

舞 波 面 ! 2曲 m ! 300m 

」主圭一L .Q.Q?~j_..Q.~!_
~__!___.Q.~J_..Q.!I~ 

--~4-一:o.õïo寸一心服
ー 一一」一一一」一一ーーー

今51 0..13010.1担
一一員 -~O.雨，---:-

合計 i 0..542 i 0，剖5

10~ 

無琉面 醐 m

_J.!::~_L :Q.~日[-
2-3 1 9.田8

H 工1四
4-5 1 -0.035 
5-6 ! 0..302 

一全宣__i_主主笠ー

鳴訂 石す
la.2 i 0.94] 
五五寸1.163
3-4 i 0..622 
4-5 I -0.264 
合十 2岨a

盃盟問一剛一盤

正
十
土
工

E
M一回一
H

一蓋

無流画 3曲 m

_J主主-I_Q.~豊1.一
ー主~3_j_Q忍旦ー

を:.4__i_~Ç日L

1註豊二

量E盃二
J呈:~_l 皇塑邑
~3__!_息盟主ー
智一一旦.'!}!_
4-5 11.854 

二亙E亡亙E



時四年 3月27日
無流血 却Om
2.3 i 0.1師
'3-"4-l-1.187 

一一一一一ー一一一一
4-5;心.475
5-6 ! 0.6胡

一一一一一一一ー一一
-~乙 _i_ _Q.!!立-
7-8 I 0.602 
合計 2.:m 

4月
一編盲寸ー布石一

2-3 i 0.732 
3."4--!-百面干

一一一一一』一一ー一一_'!:_5_ _i_ _Q.~!包
日!0.394 

一一一一ーーー一一一
一一匂ーし.Q~~

7-8 I -0.113 
合計 1.992 

5月

流面却Om

2-3 i-O田8
-34--'-:(;.1"11-

一一一一一
4-5 i 1.172 
ら6 ! 0.201 

-一一一一一一一
__~7_ _j_.Q型哩

7-8 ! 0.124 
-全宣__i_I.主L

1971年 3月 24日 時72年 3，ij 1973年 4月
無流面 却Om 流面 3冊 m 無:面 3曲 m

2-3 i 0.6司9
-ー主主~-~-o議ー
一一一一→一一一一一

4-5 i 0却O

3-4 i 0.473 2-3 I 0.172 
一一←一一一一 一一一一一一一一

+5 I 0.892 3-4 I -0.125 
一一一一一一一 一一一一一一

'~--!-O.3!弱一
一一一一「一一一一一

.~__i_:Q鈍-
7-8 I 0.387 

主主」一日仁 一一七戸一_I_l.~坦
6-7 I 0.297 5-6! 1.182 

一一一一一一一ー 一一一一一一一
t二8 ~ 0.-193 6-7 i -0.001 
一一一
一主主ー~笠L 一三圭一L型 L

一全主よ~堕L 一主主~皇L
4月

4月 繁面 3刷 m

無流画!誕附m! 4-曲m 2-3 i -0.185 
一一一一ー一一一一一

一-~~一一一旦旦旦 -J_Q，:E主 主t__:_ _Q~1._
3-4 ! 12四! 1.551 4-5 i -0.321 

一一一一十一一一一一一一一一一一一一一

一完一十出?十t告 書十ii界一
一一一一一一一一一一一一一一一

-Z-十能十鍛一三主と監
合計 2.426 2.810 

5月
5月 一事葺盲寸ー苅五一
無流面~ 3帥 m! 4冊 m 2-3 I 0.19.，1 

一 一一一-
2-3 I 0.337 I 0.435 3-!! 0.804 
ぬ !-O.~元寸-0話 --4="5-て-o:百一

一一一一一一一一一一一一一一一ーー一-

Z十ifi十tzt-Z-十i恭一
一一一一一ーー一一ー-ー一一一 一一一一一」一一一一

-Z-+ま器十i諒一三主辻堂二
合計 1.721 1.887 

6月

5月

繁斑血 3凹 m

2-3 i 0.335 
.S:;一寸てOE4一

一一一一「一一一一一
品 10田4
み6 ! 0.315 

一一一一一一一一一一
一_~ï__i_!!_~

7-8 1 0.161 

二亙己ヨ亙二
6月

三重m:300m二
2.3 1 0.919 
ゐ寸 1厄i5-
4-5 i .1.013 
5-6 ! 1.782 

一一一一--一一一一
一_18'__1一旦主堅一

7-8 I 0.304 

-主主斗J週一

1974年2月
石商7ー布石一

2-3 1 0.8田
H ー-U.111

-一一一一一一
__~__I 
元一一一

一一一一一一__6:'!_ーL___
7-8 1 

ー全主ム」ニ盟L

2月25日

無流面 3回 m

2.3 I -1.824 
五 !-o誠一

一一士三 I 
:H; I 

-~乙ーi__
7-8 1 

二亙t1 .1.356 

3月

主童lAl.J__l盟L
2-3 1 0.115 
み4 ! -0.214 

一一一一一4-5 i 0.462 
5-6 1 0岨4

一一一一一ーーー一一
色乙 1_1哩!-
7-8 1 0.702 

一主主~笠圭一

1975隼 3月

.iltt1lii Iー型L
24 1 1.351 

一一 寸4-5 1心947

5-6 ! 1.024 

__IH'__i__Q.!!喧
7-8 1心070

二歪亡亡1851

4月

豆豆E亡霊王
2.3 I 0品4

二8二コ二Z丞E二
一一七三一1旦主主

5-6 1 0.039 
一一一一一一一一ーー
一一色!__i_Q;Qg!'_

7-8 I 0.3市

一全!Lよ三塁l

5月

三重重...I.-l盟旦ー
2.3 1心275
34一一 o函一

ー一一一一一一一一一
4-5 1 0.571 
5-6 I 0品8

一一一一「一一一←ー6-7 i 0.151 
7-8 1 -0.0曲

二歪亡土豆E
6月

石百軒寸而t
2-3 i 0.8'ゆ吐

一3-4一一-0.791一
一一一一一
_4ceー_2型 -

玉亙IT盃m 1..lt 4月 6月

5-6 I 0.168 
ー一一一一一一一一一

，63ーー丑主司I_
7-8 I 0.339 

一全宣~
7月

豆盃Io: 300m 
2-3 I 0.464 

__3土J_:Q.g箆一
__t5__I_J坐空

5-6 I 0.554 
一一一一一
一一匂'__i__Q.!!哩ー

7-8 I 023日
合計 2.776 

花町 3田 m

2-3 i 0.375 
3-4一寸1.529一

一ー一一一一一一-ー
ぢ?__I.旦主性
与6 ! 0229 

一一一一ー一一一一一
.~-j. 丑型車
7.8 I 0230 

一全宣~坐L

7月

流面 3閣 m

2-3 i 0.348 
3-4一寸 0.703一

一ーー一一ーーーーー
4-5 i 1.098 

一一元一寸←τ五福-
6-7 i 0.298 
7-8 I_C田7

一全宣___i_l主豊一

8月 8月

無流面~ 2帥m~ 捌m 主里亘斗」但旦ー

-ETート全量坦十五弱ー一言ー十4詰一
一一一一一ー一一一ー一一一一一 一}一一「一一一一一

4-5 i i 0品o 4-5 I 1.172 
一一一一一一一一一一一一一一一一一5-6 I I .0.077 5-6 I 1.216 
一一一一一一一一一一一一一一一一6-7 i i 0.674 6-7 i 0.334 
一一一一一一一一一一一一一一一一一一

7'-8 I I 0.136 7-8 I 0.369 

合計 2.122 一企主~

2・3 i 0.879 繁蘭 3岨m 無流面~ 2凹 m! 3岨m ー亙正面「一五五百-
3-1 ! 1.387 2-3 I Q.C甜 2.3 I Q.岬 5 I 2-3 0.31-1 

一一一一一一一一一一一 一同 i-o.刷 H 心届1 -34--:- 寸一五2ff一 一一品ー 0.457
一一一一十一一一一 一一一ー「一一一一 一一一一一一一一一 一一一一一一一

宮-十t器 完十i器 一詰ートーーイ i器 芸十t苦
一一一一一「一一一一一一一一 一一一一一一一一

___]_圭ーム且笠ι__I~:T__j__Q.~_ __fi乙 L 一一j_l-~31一 一ーを.-ー -Q'!~'!'
ー全量_j_主主主___]_圭~笠ー 7'-8 I 10蜘 圭______!______QJ塑

一主主_j_主ill_ 合計: 0曲;; : 2.7同 一主量一L主主笠-
7月

言盃盲丁百す 8月 5月 7月

二三主士主亙:豆盃!I]亙E 亙u:亙正 三重E己豆正
み-1， ! 0.970 2-3 I 0.382 2-3 i O.詔8 2-3 I 0.114 

一一一一一一一一 一一一一一一 一一一一一 一一一一一一一一一一
包L一_Q，包主 主三」旦主運 坦ーLQ，~一 一一包 J_ Q，~!'_
5-6 ! 0.337 4-5 i 1蝿8 4-5 i 0晶司 4-5 i 0.5叩

一一一一一一一 一一一一一一一一一 一一一一一一一一 一一一一一一一
一 _6-J__i_Q~~_ 一辺_:__Q.~l 笠ー_.!:~~ 一一哲一，皇包主一

7-8 ! 0.420 6-7 i -0.269 6-7 i 0.418 6-7 i 0.3担
一 一一一一一 一一一一 一一一
一企畳ーはニ主主一 一」三一千__Q1E_ ___J_圭一L且盟'!_ ~主ê

一企Lム」堕L ー全宣__j__]主ZL 一主主Li_迎」
8月
予言百円高石 9月 6月
ーヲ王一「可.615一 無流面! 2岨m~ 却Om 一事百盲寸一五百石一

日 -!-12:i5-~担 1 一万才一下百五「
-mjtF1-1E厄ー -j:4--!-1.491寸一一一 員一-0.元E
一一一一一 一一一一一一一一一 一一一一一一
一当;_~_1.. !_3~_ 一-Z-十一一十ifh一 一語一十f器一
一一一一一一一一一 一 一 一 一 一 一 一 一 -
t十円告一吉→一一十部一 -Z-十器一
一一一一一 合計(幻27 1.070 二亘コ亙E
9月

8月

一里豊里ム2型旦ー
2-3 I 心203
品一一-1.15'9

一一←ー一一-
4-5 I 1.110 

一一一一一一一一ー一一
み6 1 0.3-17 

__~7__1_ _Q.笠ii_
，-8 I 0.-131 

二歪E亡豆E
9月 9月 一雇盃盲T3布石 10月 7月 9月

糊両 l 醐 m! 3朋m 蹄面~ 2冊 m ! 300rr1 二三王土_Q.~二豆Ml三亙王 宝miW:亙E
~3__i_.!凪2 I 2・3 I 0.6師_____ __~__J__Q . .:!四 2.3 ー _l~l_ __~日一I_ Q，型坦
34--:- 寸 0.1同 日一一 寸 O.w3- --i6-T3.l92一一-j:i一一-:O.7i7"- 3-4一一 O岨7

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一一一一一 一一一一一
一-Z-トイ器十一言 一 斗--4-3器 一 一 五 一 ↓ 石 高 一 一 長 十fi喜一 一昔詰~-!-~藷一
一一一一一ト一一-→一一一一一 一一-一-ト一一-→-0.14"5 一 - 一- 一 - →一 --:""---1- 一←
一号+←一一一-一→-~-~鵠法一

合計 υ1町即7 合計 I o.印91L 企主よ」主塁>L企宜←L主迎星盟一
10月

10月 10月 斑由 3曲 m 12月 8月

-.1 I (]副 主主亘-+-.e盟旦ー
み-1 ! 0.9-14 2.3 I -1.382 

一一一一一一一 一一一一一一

鮪面!醐m~ 醐m ~百ア茄ず
2-3 i -0.679 i 2-3 i 1.876 

無流面 3田 m

2.3 I 0.2日

無流商 ~300m~ -I国 m
2-3 1 0.633 1 0.677 
王t--!-百五五寸-0.601一

一一一一一」ー一一}一一一一一
品 i 1.270 i 1.3困

一-~--!-百三1'8-1-0.157一
一一一一一一一一一一
一一言一一-f器ー-t器ー

合計 i 2.679 i 訪日

9月
型軽流面~ 3凹 m ! 400m ! ヨlOm
2.3 I 0.885 I 0田1 I 0.962 

一一一一一一一一一一一

1976.1芋3月

無流面! 却Om: 300m 
2-3 1 0.149 i 

二台二二E亙工ユg_71!二
4-5 I 0.299 i 

一一一ー一一一一一一一ー
一ー哲一一一一-J-丑盟
ーーに_L一一一_j-_Q~堕

7-8 I 1 0.144 
合計 ; O.田4 j 1.535 

5月

無流面， 3剖 m! 4叩 m

，~3 _ _i_ Q.?J主 _j-Q~旦-
3-l 1 1.043 1 1.130 
ー一ー「一一一「一一一一一

七!J_-l-一旦自主」 皇ヨ~!.
一一哲一一-BEE4E19土

合計 ; 2抽9 i 2.4日

6月2目
無流面~ 3同 m! 4帥 m ! .)冊m

__~3__i_ 1 . .!.9~_i__!.型」よ忍呈
34 1 0却 7102-18 102-18

一一一f ー「一一一一「一ーー「
七戸 ~.Q.Q坐ー~.Q.Q_~J_Q.Q_5Q__
5-6 1 O.田210田6 1 0.126 
E7--r-一一子一一一一一寸一一一 一

合計 i 15田 i 1.619 i 1.652 

6!l3日

無流面~ 3冊 m ! 400m ! 5岨 m

2-3 i I 

?さト126111刷」 1拙
す J I 
5-6 1 0.128 1 0.097 1 0.072 
E7--1 一一 寸一一一一

合計 i 1.389 i 1413 i 1.420 

6月12日
無流面 300m ~ -1聞 m ! 500m 

一一主主_Ll.~哩 _I_l.~呈」一一一一一
3-4 1 0.355 I 0.3話 1

七戸日盟二仁E画コ=:[Q{i~二
5-6 1 O.lii I 0.175 1 0.180 
t7--1 一一 「

合言十 i 1.663 i 1.725 i 0232 

7月

無流面 l 却Om! 400m 

2主一一旦型位j-Q~~-
3.4 1 1.299 I 1.391 
一一「一一一寸一一一-
4-5 0.548 0.410 一一。一一一一一 」一 一一一
5ト6 I心085 1 0.030 
め一寸
合計 i 2.169 i 2.146 

8月

無流面 1抽Om! 400m 

~3__i__!.世JQ_ j_l'担1
3-4 1 0田3 1 0.331 

一¥-;;:"，."""'1
'!:.~ レ.Q.!.9iJ息苦主

ーを長一L旦l史 .J_QliMl._
67 
合計 i 2.293 i 2.3却

9月

繁流面~ 3回 m! 4田 m

2.3 i 1.423 i 1.395 
一一一一一一一一一

み4 1 0.760 1 0.7田

二二.1:.5_コ二]I~J二]-i4I=
5-6 1-0.岨2 1 .0.凪 5
E'7--1-----，ー

合計 j 2.323 j 2.330 

ロー1----，----- --3:4寸-0:晶玉
一一一一ーー一一一一←一一一一 一一一一ー一一一一一

ιる i0.8-17 3--l! 0.659 -34--!一τ.168

4.5 1 0.887 

5-6 ! 0.487 
一一←一一一一一
一ーを7一一 _:Q.~3.!_

3-.1 ! 0.8岨 1 ω-19 ! 1凪i2 10月
一一トート士→

-Z-十一一十tzt--Z-十t器
一一一一一ー一一一→一一一一一 一一一一「一一一一一

町一L____i一旦若旦 .6_J_j_ Q:~旦
7-8 I ! 0.115 7-8! 0.279 

合計 4.971 ー全量___.1__1空主ー

刊月 11月

鴛淀薗~ 2田 m ! 300m 無流面 3岨m

告十皇盟十1.613"-→告一一千器一
一一一一一一一一一一一一一一一一
一告十一 十i器ー 一喜一十ti去一
一一一一一一一一一一一一一一一
一任十一一十t器一--詩-3繁一

合 計 3 .26:2 一主主_j_些盟-

12月 12月

豆璽工亙工 耳 ii: 300m 

持十 -f士十一一一
一一一一一 一一一一一一一3-4 2.曲4 4-5 i 0.886 
一一一一 一一一一一一一一

4-5 1 1.498 5-6 ! 

ここ8二二仁主.Qj宣二 二二tf:7=I二二二二
ーをた 1 是.z..I~_ ___l.ニ主ーム一一一一
一三圭~'~o週一 一全主ーは坐L
-金主~

一一一一一一 一一一一一一一一5-6 ! 0.3-18 -1-5 I 0.140 

.~ï_ _i_Q.喧L 哲_j_:Q.If坦
i.s I O.+l-l 6-i i 0.5田
一 一一
一全主よ_;u空一 ___]_土__j____Q:Z:!!_

一金主_j_圭堕し

蓋E亙 E
2.3 1-0.盟3

二=::8.二コ二主fi:!=
-1-5 I -0.393 
お -1-2孟百
_~__j_1星空

二歪E亡豆E
12月

纂誌面 3冊 m

2.3 i .1.l2Q 
一一員一寸一五I面一
一一一一『一一一一一

4ト5 I 

5-6! 一ーーー「ーー-ー-6-7 i 
7-8 ! 

..-Jt畳一二l主.a__

七戸 i_ .Q.盟主一I_Q.~Z. _I_Q坦呈 無流面~ 3叩 m! -1岨m

当 J盟-J盟-I-~~笠 _~~一一L!!艶J一一一一
色!__i_.Q. .!.~ま _i_ Q.日I_i_Q白土_ __~4__~Q.~z. J_Q瓜l6

7-8 I 0.462 
一一一「一 一-，-

7-8 I 0.1昭 1 02却 '0且 9 一一包一一」息苦呈」ー息苦Z
合計 3担3 合計 i 3.田 2 3.321 I 3.-127 5-6 I 0田1 I 0.056 

9月

豆垂江豆E二
2-3 1 0.675 
3-4 ! 0.9剖

一_'!:.5__i__Q主週一
5-6 ! 0.331 
t乙 i__Q喜多2
7-8 1 .0.078 

一企註~ー

10月

豆蓋E亡亙E
2-3 I 0.383 
3-4 ! 0刷。

一一七戸一_i__Q畏まー
忌~ 1 心五38

一一一一「一一一一ー
__~，__i_ _Q主主

7-8 1 -0.023 

一主主__L______!主.!L

tO月 "月

無流面~ 2凹 m~ 訓m ー里*00: 3但旦ー

-Z-十ヨ伊Z十五話一 -Z-十ttt-
一一一一一一一一一 一一一一一

長十十i器ー 完十t器
一一一一ートー一一--一一一一一 一一ー一一司ー一一一一
__1t.7__Lー j_l.~21_ __It!_一_Qfl呈

7-8 I 1 0.807 1-8 10凪 3

合計 t 心皿i i 2.837 二亙t 1 1.173 

12月23日

豆蓋u]亙E
2-3 1 0.588 

一 一 一 一 一 -
3-4 ! 0.787 

一一一一-
4-5 i 0.52-1 

一一一一-5-6 !-O.詰9

乞!__I__Q型E
7-8 I 0.819 

ー金主_i__1坐L

196 

一6-7一一「一一一寸一一一一一

合計 i 1.948 i 1.0田

1T月

無誌面~ 3曲 m! 4曲 m

.~~ーL:Q.~哩 j_:Q.~O~
ーを:t__!_J.~喧 ]_l~~ 

a一一ー一 ι 寸4-5 1.220 1.323 主主一一 一一」一一一一-
5-6 I 0.339 I 0.364 
ら7 ! 
合計 2.686 2.737 
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相田""胃

無流面 13四 m ! 400m !反10m
2a-2 1 0.盟7 i 0.3岨 i 0.2盟
2.3 I 0.177 1 0.137 I 0.155 

3-4 I-OJ町:-0.1田 i但訂

4-5 1心317 I心2田 1-0.235
5~ 1 1.5甜， 1団3 ! 1.525 
合計 I 1.530 i 1.4咽 i 1.510 

1992年 3月

無流面l 却 Om! 4曲 m! 5曲 m

-一位ート盟旦+f器+2器ー
ー一一一ート干子子干 1 午一一→一子三午
一一員一十i器十碕五十t器

合計 I 2.711 i 且曲9 i 2.711 

!.L旦一
無涜画 13曲 m ! 400m ! 5曲 m
2-3 1 0..6剖 i0.735 i 0.78 

一一江一10.弱了!1.019l-i釘
一一一一一一一一一一一士三一L.Q.[ll_i.._Q型呈_i_息密主ー

56 1 0.曲7 ! 0.6岨!0.6剖 11胃

合計 I 2.8却 i3.019 i 3.157 無流面 I300m ! 4曲 m! 故知m

一号一円器十鴇十繭一事面
ー一一一一「 ゃ「一一ー寸一一一一一 ーー一一一

担LI-'!!.z?L，-!目立」ー盟主 2包2
4δI 0.253 I 0.322 I O.描 M

-ー元一一10.135-'o.I，. T O:i五3-4

合計 I a田oi 3.716 i 2.8白 4-5 
s-<; 

苔百

3曲 m! 4叫OOm! 5剖 m
a盟准 i0.叫2岨 i 0.叫24訂7 
1.246 I 1.417 I 1.440 

a凹7田|川a閣|
0.012 I 0.008 I一0.016
a138 ! 0.124 !【0.111
2口37官'2 i 2.5出47 i 2，曲4

3曲 m ! 400m !筑10m
0.168 i 0.1曲 I0.112 
0278 I O.詔 4 I 0261 
1.1訂 11.1曲 i1.2凹
0.733 I 0.8岨}拙盟

03冊! 0.412 ! 0.4甜
2.706 i 2.71田 i2.846 

3曲 m ! 4，叩 m! 四Om
0.385 i 0.378 i 0.383 
1.4却 I 1.534 I 1.558 
1四:1.2国|山6
0.2詔 I 0.2胡 I0.252 
40.086 ! -0岨， ，心岨3

3.136 i日田 i3.4盟

3曲 m! 4冊 m! 日10m
0.113 i 0.092 i 0.0描
0.928 I 1.027 I 1.0日
間 4 : 0醐:o.醐
0..7岨 I0.7:四 I0.7而
03曲! o.品 6 ! 0.482 
3.1日 i32制 i3.331 

型一
H

由

回

目

1-π

測
で

llM2125

山
市
説
法
揃

m田町
一
品
輔
副
守
山

3曲 m ! 400m !氏10m
-0.400 i -0.611 i心S白

-0.025 I 0.131 I 0.297 
a加 0.127: 0.013 
2.394 I 2.360 I 2.394 
1田o! 1.369 ! 1.533 
&4曲 3.376 ; 3.372 

4t車面
2a-2 
2-3 
3-4 
4-5 
s-<; 

宣宜

5月

星連亜
2a-2 
2-3 
3-4 
4-5 
s-<; 

合計

6月

主主亙
2，量2

2-3 
3-4 
4-5 
s-<; 

査豆

1品
2a-2 
2-3 

ら6

亙

主旦
量豊亙
2a-2 
2-3 
3-4 
4-5 
s-<; 

合計

望画
2a-2 
2-3 
3-4 
4-5 

呈E
合計

3田m! 4田m! 5岨 m
-0.388 i -0.1砧 i-0.194 
22却 I2.302 I 2.3円
。且1 0.316 0品 7
0208 I 0.124 1 -0.035 
師胡! 0.577! 0.519 
29叫 E 旧日 3.034

3岨 m ! 400m ! 5岨m
-0.093 i -0.722 i心824
0.735 I 1.3曲 I 1.347 
M田:0.制 0.731
1.338 I 1.314 I 1273 
0，643 ! 0.734 ! 0.821 
3拙 5i3.329i3.348

筑)()m! 400m !筑10m
1.875 i 1.6開 i1.733 
凹描 I0.347 I O.担7
問 団 | 旧 日 : 0.明
0.753 I 0.609 I 0.543 
0，.315 ! 0.468 ! 0.549 
a.s却 i 3.678 i 3屈は

3曲 m! 4曲 m! 日10m
.(J朗8 i -0.591 i -0.6田
町田 I2.547 I 2.567 
1.7町い醐 i1.9回
。.441I 0.453 I 0.475 
M22' 心曲1! -0.03] 
43胡 4.362i 4.3]7 

m吉
田
田
掲
げ
曲
ニ
一
回

1
9
6
2
j
 

i
l
l
i
 

m日
開
品
田
町
曲
三
泊

1
9
5
l
i
 

t
o
-
-
i
 

m子
3
8
0
8
@
L
a
e

j
l
g
5
i
 

?
9
4
1
1
 

1
0
1
1
3
 

却 Om! 4拍0曲Om! 5佃 m
0..49町7 i 0砧.54岨g i O.居o
I.l7市'g I 1.0凪9血l' 1凶β抽

幽い273司川|
.(J.阻2 I -0.<:訂 l“心0町5

a叫15町，7! 0.1曲! 0.2田
3β岨 i3.0凹35i 3.0皿0倒4 

i1L_ 
量il!iIii
2a-2 
2-3 
3-4 
4-5 
s-<; 

主主

‘主量

亙
7月

主主亜
2a-2 
2-3 
与4

4-5 
s-<; 

吾吾

E品
2a-2 

s-<; 

査宣

9Jl 

量豊亙
2a-2 
2-3 
3-4 
4-5 
s-<; 

合計

止問一
M
M
M
H
H一鮒

叫
一
一
肌
一
様
一
一
捌
一

ー
↓
」
l
「
」
1
寸
↓
J

m一
畑
一
側
面
一
山
市
一
捌
一

1
+
ム
l

十ー「
T
+
ム

紘
一
醐
一
四
一
叩
一
剛
一
柳
一

叫翌日一
H

一士一

1旦
集車面 13岨 m ! 400m ! 日10m

-ー包ート442+宝生笠+是也一
一一一一一トーぞ字予ω←一号ーーベ品目白一ー
一ー員一卜i器十t語十習志

合計 I 1.547 i 1国i2 i 1.3抽

E旦
無洗面 13冊 m! 4帥 m! 拍o.m
2a-2 I 0.323 i 02掴 i0.182 

一一一一ーーー一一一一日 I 0.942 I 1.029 I 1.0蝿一一一一ー「 一I-;-~ol
担 L.l密室ーi-l.DLJー1~生
4-5 I 0215 I 0.223 I 0224 
誌 10.磁 -!O.正面「 百品E
合計 I 2.575 i 2.636 i 2.6倒

7見

無涜面 1 3曲 m ! 400m ! 5岨m

_2!tしUll1;Lj丑堕J__9:!!4_
~__LJ~~_'-_9~Jー丑.[1~_
;:'--112弱一:2函寸 3四

一一ー叩-，一一一一一」一一一」一一ーーー
4-5 I 0205 I 0.412 I 0，担7

一一員一一lo187T 百五ア五扇ー
合計 1 270.2 2.7田 2.910

9月

会審誌面| 筑)()m! 胡Om! 5岨m

_..?呈色一Ll丑'!Z~一一!lt哩j_J星哩一
2-3 I 1.045 I 1.0岨 I 1.182 

一一社二D!!昼工3亙工面E二
~__LJl描1 I 0.5曲， 0..臼6
5~-T::(i2i9T::(i.3i函「一五福
合計 I 2叫 2 i 2.9.岨 i 2.8曲

5月

黛誌面 13曲 m! 4曲 m! 5佃 m
2-3 I 1.418 i 1.478 i 1.521 

一一一一一一一一一一一J.4 I ..0.227 ! ..0.279 ! ..0.271 一一一一一←一一一一ト ーー→』一一ーー坐 L _g~1恒一_.!控窪J__g昌巳
M1  0.届3 ! 0.715 ! 0.746 
合計 1 2.回oi 2.1曲 i22.制

晶画 I3冊 m! 綱引 5曲 m

-ー位十JI坦+千器+十器一
ートイ司山害ートーーー守与→一一千与三￥-

26-十1器+1器十有正一
合計 I 2.164 2.281 2.4.剖

3曲 m! 4曲 m! 反10m
-0.529 i 心血8 i ..0.730 
-0.9却 I-1.278 I -1.696 

I "00"' I 1.048 i 0.885 0.7甜
2.149 I 2277 I 2.469 
1.586 ! 1.市3 ! 2.田2

3.334 i 3.029 i 2.773 

1童画

合計

却Om! 4曲 m! 5佃 m
1田7 i 1.0岨 i1.056 
1凪.2 I 1.8師 I 1.942 

I "A"" I 0.474 0.459 0.4岨
0.183 I 0212 I 0.231 
41曲7 ! ..0.014 !心皿5
3.519 i 日開; 3曲4

筑)()m! 4冊 m! 5曲 m
0.039 i 0.054 i 0.113 
1.439 I 1.397 I 1.395 

1.1泣い鵬: 1醐
0295 I 0.352 I 0.376 
a534 ! 0時 8 ! 0.641 
3.4胡 i3.4曲 i3.613 

11品
2a-2 

3-4 

4-5 
s-<; 

亘

3田 m! 4曲 m! 5叩 m
O岨2 i 0.432 i 0.4描
0.941 I 0.911 I 0.9ほ8

a鵬 1o.蜘い0.17
0..8届 1印 12 I 0.9:唱8
04岨! 0.4四! 0.491 
E印刷 i 3.7旧 i 3.780 

12晶
2a-2 

3-4 
4-5 
s-<; 

主主

3曲 m ! 400m ! 反則m
0.494 i 0.527 i 0.541 
0.717 I O.百円7 I 0.7.岨
l脚:1踊 !日目

。曲9 I 0.6剖 I0.719 
a償却 ! 0.0田 ! 0.084 
1田oi 3朗，7 i 3.125 

12月

主主E
Z冶2

2-3 
3-4 
4-5 
s-<; 

宣量
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※観測地点間の各層を無流面とした

流量を示す。

1997~手 2 月

柿函|訓m I 4曲 m! 5岨 m

2a-2 I心O闘 I-0.129 I -0.122 
2-3 I 1.157 I 1.191 I 1却2

:I-l 10.四 I0.718 I 0.721 
ふ5 I 0凹 3 I 0.082 I 0町3

5~ 1-0.1旧! -0.127 ! -0.151 
合計 I 1司 9 i 1.735 i 1.723 

1996年 3~

宅量流面 I3曲 m! 4曲 m ! 500m 

2a-2 I心180 i心似J6 i 0.022 
2-3 10岨9 I 0.618 I 0.628 

3-4 I棚 IO.訓 oi 0田4
4-5 I 1.1田， 1四l' 1甜2
5~ I 0.4剖 ! OA回 ， O.ヨ強
合計 I 2.525 i 3.012 i 3.14-l 

1田 5年 3月

一扇面下細川岨m! 5佃 m

2a-2 I山 71 i 0.157 i 旧日

2-3 I o.担7 I 0.3坦 I0.319 
3-4 I 0岨 I0.3岨: 0抑

4-5 I 0.7下'6 I 0.793 I 0.814 

ら6 I 0.154 ! 0.156 ! 0.149 
合計 I 1.839 i 1.832 i 1.842 

マイナスは南プラスは北上流量、

下流量m
9
1
2
3
5
0
 

i
7
2
3
1
 

1

1

1

i

 

日手

0
2
0
0
a
z

m守
閣
げ
羽
田
町
一
曲

1
1
3
1
i
 

i
2
0
0
!
 

?
6
3
6
i
 

m-冊
目

却

H

1
市

1
2
0
0
1
 

3月

無流面

2a-2 

2-3 

与4
-1-5 
5-<; 

主主

改)(}m! 400m ! 5曲 m

0.448 i 0.381 i 0.376 
1.947 I 2.0副 I2.086 

旧 17 0.147 0.1乃

0.121 I 0.1却 I0.117 
a128 ! 0.1盟 I0.133 

2.761 i 2.839 i 2.891 

生E
霊童E
2a-2 

2-3 

3-4 
4-5 
5-<; 

合計

3抽 m! 4田 m! 5岨 m

0.828 i 0.810 i 0.8曲
2.016 I 2.0担 I 2.136 

I """'7 I 0.387 0.397 0.403 

0.070 I 0.0団 I 0.058 
0014 ! 0.027 ! 0.030 

3.315 i 3.382 i 3.517 

室面
2-3 
3-4 

5-6 

霊

滋)()m! 4曲 m' 日)()m! 700m !割)()m!1似)()m

0.657 i 0.647 i 0.650 i 0.652 i 
1.105 I l.I13 I 1J58 I 1.166 I 1.166 
0.0担:0回2| 心035 : -0.即|心l団-O.l8-l

0.015 I心.048 I -0.075 I -0.111 I心13-1，心129

0275 ! 0.346 ! 0.3剖! 0.477 ! 0.5臼! 0.574 
2.0抽 i2冊。 i2田8 i 2.087 i 1.427 i 印刷

4月

つ雇亙面
2a-2 
2.3 

:I-l 

-1-5 
5-<; 

苔吾

改)()m! 400m ! ;;.岨m

0.730 i 0.748 i 0.79-1 
1.339 I 1祖2 I 1.389 
02回!酬:0且 4

0276 I 0.315 I 0.331 
0曲3 ! -0.020 !心叫1

2.616 i 2.731 i 2.817 

5月

量豊亜
2a-2 

2-3 

:I-l 

-1-5 
忌6
宜主十

3叩 m! 4皿 m ! 500m 

1.5冊 i-2.916 i -3.&掲
1.645 I 3叩 1 I 3.4曲。醐:0.8日|回74

1.141 I 1.176 I 1.211 
0.810 I 0剖.9 ! 0.851 

2.6田 i2.9伍 i2.879 

望垣

合計

3曲m! 4曲m ! 500m ! 700m ! 9曲m!1飢)()m
-0.031 i心β45 ，心旧0 ，
1.22-1 I 1却 1 I 1.2叫 I 1277 

1.070 1.1抽1.171 1217 1.215 1.1開
0.278 I 0.302 I 0.3甜 I 0.375 I 0.411 I 0.4-l1 

」0.4詔 l心548 ! -0.634 ! -0.750 !心'.840 !心 8田
2凪 3 i叩 49 i 2師 i2.119 i 0.786 i 0.7司

5月

聖童E
2a-2 

2-3 
:I-l 

4-5 
5-<; 

合計

3岨 m! 4曲 m ! 500m 

0246 i 0.372 i 0.3-11 
1.626 I 1市5 I 1.8曲
0.498 0描 3:叩l

0.638 I 0.764 I 0.789 
-0.009 ! 0.015 ! 0.024 

2.999 32曲 i3.345 

6月

無流面

2a-2 

2-3 
3-4 
4-5 
5-6 

亙

3帥 m ! 400m !筑)()m

0.416 i 0.367 i 0.342 
1.189 I 1.211 I 1.227 

1.076 j 1.105 i 1.123 
心同3 ，心.091 I -0.104 
0446 ! 0胡 6 ! 0.519 

a田4 i 3.078 i 3.107 

旦旦
墨並亜
2a-2 
2.3 
3.4 

4-5 
5-6 

亙

1000m 

お

岡

山

間

叩

一

端

ul一一雫流面

2a-2 
2-3 

み4
4レ5
忌6
6-15 
15-16 
16-17 
合計

m山
山
山
崎
醐
却
日
間

i

o

o

i

 

m出
4

缶
品
品
一

w

i

8

7

i

 

型

1

1

3

m中
国

自

由

引

抗

肝

1

7

7

i

 

筑
2

L

O

O

O子
qa

7月

主主亜
2a-2 

2-3 
3-4 
4-5 
ら6

主主一一……一
室面

主主

m

8

3

1壬
2

}

1

7

i

 

M

7

0

j

 

u

l

i

 

-

-
mニ
田
詔
胡
坦
ニ
古
田

M
2
2
7
0
i
 

E
I
l
-
i
 

E
3
1
7
!
 

恥
ニ
肥
田
田
副
吉
口

2
1
1
0
3
 

1
1
T
I
l
l
1
1
1
f
l
 

m制
服

脚

即

4問

i
0
1
0
1
 

m子
曲
目

π
口
白
告
描

1
7
8
9
2
7
 

i
o
1
0
!
 

?
2
9
5
i
 

船
守
同
田
卸
剖
旦
吉
凪

3m
一o
w
0
1
0
0一一
3

旦E
量流面

2a-2 
2.3 

み4

4ド5
5-<; 

合計一一一一
E旦
量豊亙
2a.2 
2-3 
3-4 
4-5 
5-6 
苔面

3曲 m! 岨Om! 抽Om

0.1師 i-0.223 i -0.213 
aτ82 I 0.712 I 0.663 
2凹，5 1醐:2剛

a四4' 1位:2 I 1.0甜
a担，9! 0.303 ! 0.324 

日倒 i3.7回 i3.816 

旦E
量並亜
2a-2 

2-3 
3-4 
4-5 

5-6 

E 

0.779 
0錫δ

1.052 
-0.9臼
1.1剖

-0.011 
Z却 l

室面
2-3 

:I-l 

4レ5
ふ6

6ト15

16-17 
否吉

ヨ)(}m! 4曲 m' ヨ)()m
0.928 i O.田9 i O.田5
1.755 I 1.846 I 1.88-1 

0215 I 02田 I0.1白
0.024 I 0.045 I 0抽5
a170 ! -0.1市 I-0.177 

2.752 i 2.890 i 2.951 

m三
田
砧
古
記
凪
云
曲

i
8
8
0
i
 

コ束三心

1
4
1
1云
2

m吉
岨
田
一
μ
蝿
凶
壬
世

?
2
1
9
i
 

4ニマ心
1
4
0
1そ
2

mニ
ご
旧
日
四
白

H
U

田
云
刀

澗
ぞ
制
同
拙
帥

1
三
回

事面

:I-l 

忌6
吾奇

1匙
2a-2 
2.3 

:I-l 

4-5 
忌6
合計

ヨ)()m! 4曲 m! 5岨 m

0.360 i 0.379 i 0.400 
2.196 I 2.139 I 2.115 

0.774 0.774 I 0.774 
0.221 I 0222 I 0.222 

a192 ! 0212 ! 0.224 
3.743 3.726 i 3.735 

3田m ! 400m ! 500m 

0.412 i 0.405 i 0.442 
1.0田 I1.127 I 1.1団
山担 0.114 0醐

0.217 I 0.251 I 0.277 
0師7 ! 0.079 ! O.血 9

1.895 i 1.9'叩 i2.0団

旦E
重量亜

2-3 

4-5 

蓋

品
2-3 

4-5 
5-6 
苔吾 3OOm ! 4曲 m! 5岨 m ! 800m ! 10冊 m

U曲 i0.381 i 0.395 i 
a岨1 I 1.117 I 1233 I 1.617 

a詔 2 I 0.453 I目印 i0岨7 -0.118 
0叫7 I 0.042 I叩 34 I -0.042 I -0.1担

0242 ! 0.351 ! 0.475 ! 0.906 ! 1.224 
2.160 i 2.344 i 2目別6 i 2.568 i 0.972 

室面

3-4 

み6

亙

E
5
2
3
6
1
 

i
4
5
3
1
 

1
3
8
3
2
4
 

i
1
0
0
i
 

2
3
7
6
8
i
 

m
n
話
回
目
制
三
日

i
1
0
0
3
 

M
一一泊四

H
田

3
子
1

1
3
8
2
i
 

i
1
0
0
1
 

坦

盟

副

日

制

品

同

亙

却Om! 4田 m! 5曲 m

O岨2 i 0.4曲 i0.456 
1.210 I 1256 I 1275 

0田 1 O.皿 5 0.817 
0.108 I 0.137 I 0.150 
0.039 ! 0.012 ! -0曲4
師団 i2.6却 i2.694 

!!互一
霊童亙
2a-2 

2-3 
3-4 
4-5 

5-6 

宜主 3岨 m! 4曲 m! 5佃 m! 帥 Om! 10曲 m

0.8-17 i 0.911 i 0.976 i 
1.888 I 1.855 I 1.8剖 I 1.643 I 

師 93 0.627 0剖 5 0.812 0.892 

0.149 I 0.1田 I 0218 I 0描5 I 0.466 

J0.010 ! -0.011 ! -0.015 !心 095 ! -0.1叫
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